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○
十
。
二

月
の

行
事

ｙ

／，
シ． ・；

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

十
二
月行

○
望

＝
望

月
の

こ
と
で
、

（大）

師し
わ

走す

事

満
月
を
指
す

箕
宿

十
　
　
七
日
大
雪
の
節
よ

干
飯
苣
木
具
月り
）

暗
剣

殺
東

南
方

旧
暦

六
輝

中
段

哭
宿

下
段

１
日

水
み
つ
雪
尽
じ

五
黄

皿
末團
助の
け日
い

冰
皿
箍
記

こ
日
、
世
界
エ

イ
旧ズ
十デ
月１
小
’
ヽ

セ
ー

七
赤
口
な

る
壁

天
お
ん

２
日

水
あ
え
息

四
緑

十
方
ぐ
れ

入
り

、
不

成
就
日

日
出
入

３
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６
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月
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入

訓
１
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２
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艾
先
勝
お

え
奎
　
　
　
６
．
３
３

６
．
２
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３
．
４
１

１

３
日

金
き

？
ヒ
リ
三

碧
障
害
者
週
間

、
秩

父
夜
祭
、

一
粒

万
倍

日
　
　
セ
ー

九
友
引
ひ
ら
く

婁
十

し
６．
３４
６．２
８

１

満
潮

干
潮

２． ３５

１Ｕ２

８． ２１

２１ ．０８

１４．５１

３． ３２

５
６

３
０

４
１
５

４
日

土
ｇ
え
い
心
二
重
　

一
粒朔
万
一
配
一
四

三
分

、
人
権
週
間
、

゜
十

一
７

朔
大
安
ご

べ
胃

五
む

日
６．３４
１６．２８
６
』３
１６．１５

５
日

日
ひ

？
　

ゐ
一

白
納
め
の

水
天
宮
、

三
隣
亡

６
日
月

つ
ち
く
ア）
え

ね
九

紫
小
出
原

秋
葉

権
現

火
防
祭

７
日

火
っ

ち
？
う
し

八
白

大
雪

六
時

五
七
分

８
日

水
お
え
芝
七
赤

訃
Ｊ
亡
納
｀
め

仁
鬪
雌
納
め
の

薬
師
、
成
道
会
、

９
日

水
お
ピ
　

う
六

白
漱皇
石后
忌誕
生
日
、

京
都
丁
徳
寺
大
根
焚
き
、

１
０

日
さ
づ
宍
つ
五

大
諮

訌
鬪
か
卵
。
舎
諚
、

１
日

土
今
回
　

回
緑

Ｏ
　上
弦

一
〇

時
三
六
分
、

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　

み
　
　’
岡
山
最
上
稲
荷
火
焚
祭
、
天

一
天
上

１
２

日
日

あ
え

う
ま

三
碧

１
３

日
月

あ
谷
っ
じ

二
黒

１
４

日
火

ｇ
え

忘
一

白
東
京
高
輪
泉

岳
寺
義
士
祭

１
５

日
水

諾
ヒ

ヒ
リ

九
紫

年
賀
郵
便
特
別
扱
い

、
東
京
世

田
谷

ボ
ロ
市

１
６

日
木
っ
ち

？
い
心
八

白
不
成
就
日

７
　

金
　

ち
　
　
　
　、
東
京
浅
草
観
音
歳
の
市
、
伊
勢
神
宮
月
次
祭
、

１
日
　
　
っ
？

ゐ
七

赤
奈
良
春
囗
犬
社
若
宮
お

ん
祭
、
一

粒
万
倍
日

１
８

日
土

お
え
　
ご
ハ

白
納
め
の

観
音
、
一

粒
万
倍
日

１
９

日
日

お
で
っ
し

丑
黄

○
望

匸
蒔
三
六
分

２
０

日
月
み
、

つ
り

否
ら

回
禄

三
隣
亡

２
１

日
火
そ
つ

？
う
三
碧

納
め

の
大
師

２
２

日
水

あ
え

た
っ

二
黒

冬
至

○
時

五
九
分
、

ゆ
ず
湯

２
３

日
水

き
宕
　

こ
白

２
４

日
金

呂
で
量
九
紫
不ク
成リ
就ス
日マ
ス

ー
イ
ブ
、

納
め

の
地
蔵
、

２
５

日
土

諾
呑
っ
じ

八
白

ク
リ

ス
マ

ス
、

終
い

天
神

、
蕪
村
忌

２
６

日
日

っ
あ

杏
る

七
赤

２
７

日
月

っ
ち

？
ご

リ
六

白
｛｝
下
弦
一

一
時

二
四
分

２
８

日
火

お
え

い
心

丑
黄

官
庁
御
用
納
め

、
納

め
の

不
動

２
９

日
水

お
ビ
　

ふ
四

禄
一

粒
万

倍
日

３
０

日
水
そ
っ

？
芒
二
碧

八
せ

ん
始
め
、

一
粒

万
倍
日

３
１

日
企
み
、

つ
宕
う
し

二
重

詣
訃
肘
鷁
万
言
計

○
十

二
月

の
行
事
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２
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３
５
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５
９
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３
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０
４
０

６
０
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１
－
２

旧

四
六

十
月
小

十
一

月
大

－
　
－

７
１
６

４
．５
９』
口
　

こ
の

月
の

別
名
と
し

て
「
師

１
　

２
走
」
の

呼
称
が
通
例
に
な
っ
て

ニ
赤
口
た

つ
昴

大
字
つ
６．３５
６．２８
７．２９
７』１

６
．
０
２

６
．
４
３

１
　

１
　
１

三
先
勝
（７）

で
畢
く
ゑ

日
６．３６
６．２８
８．４１

１

１８１５

６． ５１

回
友
引
冫
く
觜

五
先
負
ふ

つ
参
き

六
佛
滅
た

い
ら
井

７
８

３
５

３
２

４
２

６．

１６．

－

心

６． ３９　 ６． ３８

１６．２８　１６．２８

阡１５　 １０．３４

九
先
勝
で

ぶ
。星
ち
い
ふ

６
．
４
１

６
．
２
８

２
．
４
５

１
１

十
友
引
あ

乙
張
大
今
う
６．４２
６．２８
３．１１

１
１

十
一

先
負

々
ら

翼
母

倉
６．４２
６．２９１

３
９

十
二

佛
滅

お
え

軫
神
よ
し

６
．４
ロ１

盡
一

大
安

ひ
ら

く
角

３． ３６

２１ 、４６　２０．３７　１

９． ２３　 ８． ３１　 ７． ４１
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い
る

の
は

、
や

は
り

一
般

に
師

匠
ま

で
も

走
り

出
す
月
、

と
い

う
人

間
味
を
伴

っ
た

語
感

の
せ

い
で

あ
ろ
う
か
。

一
年

の
締

め
く

く
り

の
月
で

あ
り
、
年
間
を
通
じ

て
最
も
日

中
の

短
い

月
で
あ
る
。

２
７

４
９
　

年
の

最
後
の
月
と
し

て
、
各

ｎ
２３
地
で
い

ろ
い

ろ
な
行
事
や
祭
祀
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三
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一
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は
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夜
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ど
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６
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虚
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倉
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廿
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滅
お
さ

ん
危

百
事

吉
６．４

１
５

３
８

物
は
、
三

十
日
ま
で

に
は

用
意

Ｚ
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を
終
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が
、

二
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滅
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５
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廿
五

大
安

ひ
ら

く
室

大
今

う
６．
４

６
．３
０．
１

１

１
７

３
３

１
２
月

５． ０３

１８．４９

０
６

１
７

５
５

４
８

廿
六

赤
ロ

ヒ
、
．
つ

壁
太
后
う

６
．５
６．３

ロ
２．４

０
．４
２．２
６
．２
９．４

１
　

１
　

１
　
１

０
７

１
１

５
８
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廿
七

先
勝

た
っ

奎
く
ゑ
日

６
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２
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１
　

１
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０
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４
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８
８

３
４

艾
友
引
心

で
婁
天
お

ん
６．５
１
６
．
３

３
．４
１４．０
３．３
１
４
．
０

８
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Ｅ

下
弦

＝
下

弦
の

月
を

指
す

が
あ

る
が

、
だ

い
た

い
が

納
め

や
供
養
で
あ
る
。

等
、

そ
れ

ら
を
思
い

返
し

、
整

理
す

る
こ

と
で

、
来

る
年

へ
の

指
針
と
な

し
期
待
を

持
ち
、
そ

し
て

自
戒

す
る

べ
き

も
の

が
あ

れ
ば
心
に
誓
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

【
祭

】
歳
暮
と

は
元
来
年

の
暮

の
こ

と
で
あ
る
が
、

日
ご

ろ
世

話
に

な
っ

て
い

る
人

や
親

戚
な

ど
へ

の
、

一
年

間
の

お
礼

心
と

し
て

の
贈

り
物

が
い

つ
の

こ
ろ

か
ら

「
お

歳
暮
」
と

い
う
な
ら

わ
し

に
な

っ
た
。

正
月
始
め
は
、

こ
の

月
の
八

日
か

十
三

日
か
ら
、

正
月
を
迎

え
る

準
備

を
し

始
め

る
こ

と
を

い
う

古
い

習
慣
で
、

す
す

払
い

か
ら

着
手

し
た

も
の

で
あ
る
。

二
十

二
日

前
後

に
二

十
四
節

気
の

一
つ

「
冬
至
」

が
あ
る
。

こ
の

日
北
半
球
で
は

最
も
日
が

短
く
、
こ

の
日

を
境
に
日
脚
が

延
び

る
の

で
、

地
方

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

行
事

を
持
っ
て

い
る
。

風
邪

を
ひ

き
に

く
い

と
い

っ
て

「
ゆ

ず
湯
」
に

入
る

習
慣
は
全

国
的

に
知

ら
れ

て
い

よ
う
。

二
十

五
日

は
キ

リ
ス

ト
の
降

失
社

に
当

た
る

と
い

う
の

で
、

な
る

べ
く
早
め

の
準
備
を
心
掛

け
る

べ
き

で
あ
る
。

大
晦
日
（
お
お

み
そ

か
）
の

夜
は

神
棚
に
お

灯
明
を
あ
げ
た

り
、

年
越

し
そ

ば
（

み
そ

か
そ

ば
）

を
食
べ
た
り
、

神
社
や
寺

院
に

参
詣

し
た

り
し

、
そ

の
土

地
土

地
に

よ
っ

て
独

特
の

習
慣

を
持

っ
て

い
た

り
す
る
。

四
七

七
大
安
え
心
鬼

大
今
う
６．３９
６．２８１

八
赤
ロ
ヒ

ら
柳

十
し
６
．
４
０

６
．
２
８

１
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２３．５５　２２．５２

１３ ．５０　 １３ ．１ ２　 １２ ．３８　 １２ ．０７

誕
日
で
、

そ
の

前
夜

の
「

ク
リ

ス
マ

ス
イ

ブ
」

と
と

も
に

、
欧

米
で

は
正

月
よ

り
も

盛
大

に
祝

う
。

わ
が

国
で

も
キ

リ
ス

ト
教

と
は

関
係

な
く

ツ
リ

ー
を

飾
っ

た
り
、
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
し

合
っ

た
り
す
る

家
庭

も
多
い
。

新
年

を
迎

え
る

正
月

の
飾
り


